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日本における
教職員人事評価制度に関する研究紹介
－目標管理手法による能力開発型の評価手法の現状と課題を中心に－

A Study of the Personnel Evaluation System
for Teachers in Japan
－Focusing on Implementation of the Management by Objectives－

● 12月8日（金）
12:10－12:50
（発表25分、質疑応答15分）

● 東北大学川内北キャンパス

川北合同研究棟 １０1ラウンジ
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E-mail： yamanouchi@tohoku.ac.jp
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優れた教員は学校教育の充実に不可欠な存在
である。優秀な教員を確保するための重点方
策として、文部科学省は、2000年以降、教員
のやる気と資質能力を引き出すことを狙って、
新たな教員人事評価制度を構築し、順次進め
られてきた。
今回の発表は初等中等教育の教職員人事評価
制度を限定し、新しい教員評価制度のモデル
とも言える東京都の「能力開発型人事考課制
度」の事例をベースに、目標管理手法による
教員人事評価制度の基本型など、その一部を
紹介して、現状と課題をまとめる。
初等中等教育における教員の評価ではあるが、
原理的には、大学の教員及び職員評価にも通
じる評価方式であるので参考にしていただけ
れば幸いである。
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